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この発表ではハイブリッド論理という様相論理の一拡張が、クリプキ構造を越えて位相構造へと

向かうとき何が起こるか、乗り越えるために何が必要かを概観したい。結論を先に言えば、従来の

ハイブリッド論理の公理系中の BGという推論規則がクリプキ構造をまさに特徴づけており、元の

公理系からその規則を落とすことでクリプキ構造を越えることができる。「越える」際の試金石は

ハイブリッド論理のメリットである完全性に関する一般的結果（pure完全性）を保つか、である。

ハイブリッド論理 [1]とは、様相論理に、クリプキ構造の一点でのみ真となる命題記号 i（ノミナ

ル）とノミナル iで真となる一点で命題 pが成立することを表す演算子@i p（充足演算子）を加え

た論理だ。このおかげでクリプキ構造に対する表現力は大幅に上がる。例えば通常の様相言語では

表現できない到達可能性関係の非反射性 ∀ x.¬xRxは ¬@i^iで表現できる。¬@i^iのような、命

題記号として高々ノミナルしか含まない論理式は pure式と呼ばれる。

ハイブリッド論理の公理系が特徴的なのは次の適用条件付きの推論規則を公理系に含む点だ：

(Name) ⊢ @iφならば ⊢ φ,ただし iは φに出現しない。

(BG) ⊢ @i^ j→ @ jφならば ⊢ @i�φ,ただし、 jは@i�φに出現しない。

こういった規則を加えることで、上述の pure式を追加公理とするどんな論理も、その式が表現す

るクリプキ構造に関して強完全性が成立するという一般的結果：pure完全性が知られている。

意味構造を位相構造へと移すと、タルスキの業績からユークリッド空間がもつような位相的性質

が様相言語の式で表現できないことが知られている。一方、ハイブリッド論理では、ユークリッド

空間のもつ一部の性質を表現できることが知られており、クリプキ構造の場合と同様に表現力を

増してくれる。しかし、クリプキ構造の場合の公理系は使えない。なぜなら、位相意味論の枠内で

BGがまさにクリプキ構造を特徴づけることを証明できるためだ [2]。しかし、わずか Nameだけ

を使ってもヘンキン・タルスキの発想を経由して位相構造版の pure完全性を確立できる。
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